
次の にあてはまる答を解答欄 (省略)に記入しなさい．

数列 {an} は初項 a1 = 0 と第 2項 a2 = −1 の値をとり，漸化式

an+2 − 3an+1 + 2an = 3n+1 (n = 1, 2, 3, · · ·)

を満たす数列であるとする．bn = an+1 − an (n = 1, 2, 3, · · ·) で定義された bn

を使って書き直した数列 {bn} に注目すると，その初項は b1 = a となり，数列

{bn} が満たす漸化式は b となる．続いて，cn =
bn
3n

(n = 1, 2, 3, · · ·) で定義

された cn を使って書き直した数列 {cn} に注目すると，その初項は c1 = c と

なり，数列 {cn} が満たす漸化式は d となる．d で求めた漸化式を満たす数列

{cn} の一般項 cn を求めると，cn = e である．したがって，数列 {bn} の一般

項 bn は bn = f と表され，最終的に数列 {an} の一般項 an は an = g と求

められる． (13 明治薬大 4)

a

−1

b

bn+1 = 2bn + 3n+1

c

− 1
3

d

cn+1 = 2
3
cn + 1

e

3− 5
(
2
3

)n

f

3n+1 − 5 · 2n
g

3n+1 − 5 · 2n+1 + 11
2

解答は次のページにあります．



【チェック・チェック】

3項間漸化式の変形型になっています．まずは誘導にのりながら解きやすい漸化式に直して

いきましょう．

【解答】

b1 = a2 − a1 = −1
a

であり， ……（答）

bn+1 = an+2 − an+1

= (3an+1 − 2an + 3n+1)− an+1

= 2(an+1 − an) + 3n+1

= 2bn + 3n+1

←− 置き換えにより，
3 項間漸化式が
2 項間漸化式になっ
た．

∴ bn+1 = 2bn + 3n+1

b

……（答）

続いて，両辺を 3n+1 で割ると

bn+1

3n+1 = 2
3

· bn
3n

+ 1

cn =
bn
3n
とおくと

c1 =
b1
3

= − 1
3

c

……（答）

であり，数列 {cn}は漸化式

←− 2 項間漸化式の基本
形

cn+1 = 2
3
cn + 1

d

…… 1⃝ ……（答）

を満たす．α = 2
3
α + 1 …… 2⃝ の解は α = 3 であり， 1⃝， 2⃝の

辺々をひくと， 1⃝は

cn+1 − 3 = 2
3
(cn − 3)

と変形される．数列 {cn − 3}は初項 c1 − 3 = − 1
3
− 3 = − 10

3
，公

比 2
3
の等比数列である．

cn − 3 = − 10
3

(
2
3

)n−1

= −5
(
2
3

)n

∴ cn = 3 − 5
(
2
3

)n

e

……（答）

したがって，数列 {bn}の一般項 bn は

bn = 3ncn = 3n+1 − 5 · 2n

f

……（答）



である．これより n = 2 のとき

an = a1 +
n−1∑
k=1

(3k+1 − 5 · 2k)

= 0 +
9(3n−1 − 1)

3− 1
− 10(2n−1 − 1)

2− 1

= 3n+1 − 9
2

− 5 · 2n + 10

= 3n+1 − 5 · 2n+1 + 11
2

これは n = 1 のときも成り立つ． ←− n = 1のときの成立
も確認する．

よって an =
3n+1 − 5 · 2n+1 + 11

2
g

(n = 1)

……（答）

• 3項間漸化式の基本形に持ち込んで一般項を求めてみよう．

a1 = 0, a2 = −1

an+2 − 3an+1 + 2an = 3n+1
…… 3⃝

α(n+ 2)− 3α(n+ 1) + 2α(n) = 3n+1
…… 4⃝ ←− 左辺の 3n+1 の処理

を考える．
まず， 4⃝を満たす α(n) を求める．α(n) = p3n とおくと

4⃝ ⇐⇒ p3n+2 − 3· 3n+1p+ 2· 3n = 3n+1

両辺を 3n で割ると

9p− 9p+ 2p = 3 ∴ p = 3
2

これより 3⃝， 4⃝の辺々をひくと， 3⃝は(
an+2 − 3

2
· 3n+2

)
− 3

(
an+1 − 3

2
· 3n+1

)
+ 2

(
an − 3

2
· 3n

)
= 0

と変形される．An = an − 3
2

· 3n とおくと

An+2 − 3An+1 + 2An = 0 …… 5⃝ ←− 3 項間漸化式の基本
形

であり

A1 = 0− 3
2

· 3 = − 9
2
, A2 = −1− 3

2
· 32 = − 29

2

である．t2 − 3t+ 2 = 0の解 t = 1, 2を利用すると， 5⃝は

An+2 −An+1 = 2(An+1 −An) …… 6⃝ ←− 2 通りの形に変形す
る．

An+2 − 2An+1 = An+1 − 2An …… 7⃝

と 2通りに変形することができる．
6⃝より

An+1 −An =
{
− 29

2
−

(
− 9

2

)}
2n−1

= −10 · 2n−1 = −5 · 2n …… 6⃝′

7⃝より

An+1 − 2An = − 29
2

− 2
(
− 9

2

)
= − 11

2
…… 7⃝′



6⃝′, 7⃝′ の辺々をひくと

An = 11
2

− 5 · 2n ←− An の一般項が求ま
った．

an − 3
2

· 3n = 11
2

− 5 · 2n

∴ an = 3n+1 − 5 · 2n+1 + 11
2


